
高砂南高等学校 生徒との意見交換会 

ミライ会議～若者から高砂市への提言 

 

 

日時：平成３１年２月１３日（水） 

場所：兵庫県立高砂南高等学校 ２階会議室 

 

議会報告会を開催し、生徒会のみなさん（２年生：１０人、１年生：８人）にご参加いた

だきました。 

議会運営委員会委員長から議会についての説明を行い、その後、議員１７人、生徒１８人

が３グループに分かれて意見交換を行いました。 

意見交換の主な内容は、以下のとおりです。 

 

１．成人式について 

（生徒） 

成人年齢が１８歳になるようだが、従来どおり２０歳に実施してほしい。なぜなら、受験

や就職のため多忙な時期であり、また、晴れ着の予約は数年前から必要である。 

（議員） 

２０２２年からの民法改正により、解決すべき課題が生じ、市でも成人式の実施方法につ

いて検討している。 

成人式は法律で定めておらず、１月ではなく日程を変更することも可能であり、成人式と

は社会人としての役割・責任を果たすための儀式とも考えられるため、「成人式」という名

称を変えて式典を行うという考えもある。 

 

２．道路について 

（生徒） 

道路の段差があり、自転車で通学している際に転倒等の危険があるため、道路補修をして

ほしい。 

（議員） 

 安全に最大限配慮し、通行環境をより良くできるよう提案していきたい。 

 

 

 

 

 



 

（生徒） 

自転車専用道路が少なく通学路で危険な場所があり、特に相生橋付近では自動車との距

離が近く、怖い思いをしたことがある。 

（議員） 

 相生橋とその西側道路の幅員が狭いことで自転車及び歩行者の危険があることは承知し

ている。現在、市の拡幅計画があり、改善に向けて市当局へ提言するなど取り組んでいる。   

また、市の自転車ネットワーク計画を策定し、県道明石高砂線（旧浜国道）や沖浜平津線

に自転車道を整備しているが、用地買収や拡幅工事等財政的な負担が大きい面もある。 

（生徒） 

自転車の運転マナーが非常に悪いと感じており、マナー向上に向けた対策を実施してほ

しい。 

（議員） 

モラルの向上が重要であり、きれいな道路にすることや運転者のマナーアップを推進し

ていく「安全安心なまちづくり」をしっかりと提言していく。 

 

３．遊ぶところが少ない 

（生徒） 

ＳＮＳ映えするイベントが少ない。 

（議員） 

 たかさご万灯祭は、市職員の提案でスタートしたイベントであり、毎年多くの人に来ても

らって盛り上がっている。このように若い人たちからのイベントの提案があれば、今後 SNS

映えするようなイベントになっていく可能性がある。 

（生徒） 

カラオケや映画館等が集約された商業施設がほしい。また、商店街がシャッター街になっ

ており悲しい気持ちになるため、商店街が活性化するようにしてほしい。 

（議員） 

 高砂市には、近隣市にあるような商業施設や娯楽施設は少ないと感じている。 

そのような施設も必要だと思うが、現在、サンモール跡地に後継テナントを誘致している

ところである。まず、買い物ができる場所を確保しなければならないことから大手スーパー

等に出店を打診しているが、施設の規模や立地等の問題で出店に至っていない。多くの方が

来客し、満足できる複合的な施設を誘致できるよう提言していく。 

 

 

 

 



４．防災訓練について 

（生徒） 

不審者対応訓練では、マニュアルどおりの訓練になっており緊急時の判断力を養う訓練

になっていなかった。 

（議員） 

緊急時の判断力を養うには、緊急時を想定し、グループワークで課題を出し合い、解決策

を検討することが大切である。 

（生徒） 

防災訓練に参加し、役割を与えられたが、実際の訓練中は混乱してしまい、しっかりとし

た訓練ができなかった。 

（議員） 

訓練中にできなかったことや気付いたことは非常に重要であり、訓練後に振り返り、改善

すべきことを主催者に報告することでより良い訓練になっていくのではないか。 

（生徒） 

 救助される役割を任されたが、運ばれるだけのエキストラで防災のあり方や非常時の役

割を明確に理解できなかった。訓練だったから良かったが、本当に災害が起こった時どのよ

うに対応すべきなのか。 

（議員） 

 伊保南小学校で実施した総合防災訓練での事だと思う。趣旨は、国や自治体、警察、ライ

フライン事業者などの機関が参加し、行政の災害時の連携を確認するとともに、地域での避

難誘導や初期消火などを想定した訓練を実施し、災害対応時の再確認を目的としている。 

 ご指摘のとおり、関わり方を認識していないと、どのような行動をとるのか迷います。 

 避難所の運営などは地域で担う必要があるので、高校生の皆さんに関わってもらえるな

ら効果的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．選挙の投票率が低いことについて 

（生徒） 

議員は遠い存在に感じてしまうので、もっとふれ合える機会が増えれば政治に関心が持

てると思う。 

投票場に行くのに勇気がいるため、ネット投票ができれば投票率が上がると思う。 

学校に期日前投票場を設置し、高校生向けの選挙公報を作成してほしい。ＬＩＮＥニュー

ス等は活用できないか。 

（議員） 

まず、社会や政治に興味を持つことが大切であり、市の行政は最も身近なことを決めてい

る。どのようなことを議論し、決めているのか、議会を傍聴してもらえれば政治に興味を持

つきっかけになるのではないか。 

若い人の思いは将来の社会を作ることになるので、興味を持ち発信してもらいたい。 

議員の控室にも気楽に訪問してほしい。 


